
主な特長
小型・軽量で３倍ズーム付き
３倍ズームレンズ付きにもかかわらず、薄さ
22mm、質量は約255gの小型・軽量サイズ。どこに
でも気軽に携帯することができます。

多彩な記録モード
静止画をはじめ、音声や動画など６種類の記録モー
ドがあります。音声メモなどのマルチメディア情報
に対応できます。

ＰＣカード準拠
ＰＣカード準拠のメモリーカードに対応しているた
め、パソコンとのシステム化も汎用性をもって構築
することができます。
また、JEIDAにおいてまとめられたＤＳＣ規格にも
対応しています。

高画質
41万画素ＣＣＤ・メカニカルシャッターの搭載によ

り、高画質の映像をメモリーカードに記録すること
ができます。

記録・再生・消去一体型
記録・再生・消去をカメラで、簡単に操作できます。
また、液晶モニター（別売り）を取り付けると、そ
の場で情報を確認することができます。

多機能ワイヤレスリモコン
離れたところから多様な記録・再生機能を操作でき
るワイヤレスリモコンです。プレゼンテーション・
インフォメーションなどさまざまなアプリケーショ
ンに活用することができます。

通信機能
通信アダプター（別売り）などを取り付けると、パ
ソコンにデータを取り込むことができます。また、
モデム（当社推奨）と組み合わせることで、撮影し
た画像を電話回線により伝送することができます。
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ファイルの再生

テレビに接続
する

カメラに再生アダプターを接続
し、市販のＡＶ接続ケーブルのコ
ネクタを映像出力端子・音声出力
端子に、もう一方をテレビ側の入
力端子につなげると、記録した情
報をテレビに再生することができ
ます。再生の前に次のことを確認
してください。
● メモリーカードは入っています
か？ P.41

● 再生アダプターは接続されてい
ますか？ P.26

１ ＡＶ接続ケーブルを接続します。
入力側の音声入力端子がステレオタイプのときは、白い端子に接続します。

重要 接続する機器の取扱説明書も併せてご覧ください。

補足・Ｓ端子の付いているテレビでは、Ｓ映像ケーブルを接続すると、より美
しい映像を再生できます。
・再生するときは、ＡＣアダプター／チャージャーを使って、家庭用コン
セントから電源をとることをおすすめします。 「コンセントで使う」
P.31
・テレビにＡＶ接続ケーブルを接続すると、カメラ撮影のときはモニター
として利用できます。
・ビデオデッキにＡＶ接続ケーブルを接続すると、ビデオテープにダビン
グできます。
・ビデオプリンターにＡＶ接続ケーブルを接続すると、フルカラープリン
トできます。

音声�
入力�

映像�
入力�

84
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　　１２／　１２�
�
　再生→スタートボタンを押してください�
�
�
�
�
�
�
　０：００�
　　　　　　　　　　　　　　 ’９５／１０／１０�

再生画面に
ついて

再生時に、記録したファイルの番
号や種類を、右の図のように約３
秒間表示します。

補足・静止画ファイルでは、ガイダンスは表示されません。
・再生時に、日付（＋）ボタンまたは時刻（送り）ボタンを押すと、記録
した日付や時刻を表示します。再びボタンを押すと、表示を解除します。

・再生は、カメラを横位置に構えた状態を基準に表示します。そのため、
縦位置に構えて撮影した被写体は横向きに表示されます。

ファイル番号

記録日時

ファイルの種類
（静止画ファイル）
静止画モード、文字モー
ドで記録したファイル
（音声ファイル）
音声モードで記録した
ファイル
（静止画＋音声ファイル）
静止画＋音声モードで
記録したファイル
（連写ファイル）
連写モードで記録した
ファイル
（動画ファイル）
動画モードで記録した
ファイル

総ファイル数

ガイダンス表示
操作ガイダンスなどを表示します。

カウンター表示
音声ファイルを再生中に経過時間を
表示します。
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再生します
（静止画ファイル）

記録した情報をカメラのレリーズ
ボタンやズームレバーを操作して
再生します。また、付属のリモコ
ンを使うといろいろな機能を使う
ことができます。 「リモコンを
使う」P.84

１ メインスイッチを［再
生］にスライドします。

補足 最後に記録した情報が再生され
ます。
「再生画面について」P.73

２ ズームレバーを動かし
て、再生するファイルを選
びます。
●ファイルを送る

ズームレバーを 側（送り）に
動かします。
●ファイルを戻す

ズームレバーを 側（戻し）に
動かします。

記録モード�ストロボ�消去�

再生�

電源�切�

記録�

戻し�

送り�

スタート�ストップ�

ク�イ�ッ�ク�ス�ロ�ー�コ�マ�

画�面�選�択�
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補足 静止画モード、文字モード以外
で記録した情報（ファイル）を
再生する場合、再生画面のガイ
ダンスにしたがって操作してく
ださい。詳しくは、次のページ
を参照してください。
静止画＋音声ファイル P.76、
連写ファイル P.77、
動画ファイル P.78、
音声ファイル P.79
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●静止画＋音声ファイルを
再生する

１ レリーズボタンを押し
ます。
音声を再生します。再生が終了す
ると、再生前の状態に戻ります。

補足・再生中にズームレバーを
側（送り）に動かすと、次
に記録されているファイル
を表示します。

・再生中にズームレバーを
側（戻し）に動かすと、再
生前の状態に戻ります。こ
の状態で、再び 側（戻
し）に動かすと、１つ前の
ファイルを表示します。

　　１２／　１２�
�
　再生→スタートボタンを押してください�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　 ’９５／１０／１０�
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●連写ファイルを再生する

１ レリーズボタンを押し
ます。
静止画を１コマずつ連続再生しま
す。再生が終了すると、再生前の
状態に戻ります。

●コマ送りする
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（送り）に動かすと１
コマ進みます。

●コマ戻しする
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（戻し）に動かすと１
コマ戻ります。

●再び再生するには
もう一度レリーズボタンを押しま
す。

補足・再生中にズームレバーを
側（送り）に動かすと、次
に記録されているファイル
を表示します。

・再生中にズームレバーを
側（戻し）に動かすと、再
生前の状態に戻ります。こ
の状態で、再び 側（戻
し）に動かすと、１つ前の
ファイルを表示します。

　　１０／　１２�
�
　再生→スタートボタンを押してください�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　 ’９５／１０／１０�
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●動画ファイルを再生する

１ レリーズボタンを押し
ます。
動画を再生します。再生が終了す
ると、再生前の状態に戻ります。

●コマ送り・スロー再生する
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（送り）に動かすと１
コマ進みます。ズームレバーを
側に動かしたままにするとスロー
再生（動画をゆっくり再生）しま
す。

●コマ戻し・逆スロー再生する
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（戻し）に動かすと１
コマ戻ります。ズームレバーを
側に動かしたままにすると逆方向
にスロー再生します。

●再び再生するには
もう一度レリーズボタンを押しま
す。このとき音声は再生されませ
ん。

補足・再生中にズームレバーを
側（送り）に動かすと、次
に記録されているファイル
を表示します。

・再生中にズームレバーを
側（戻し）に動かすと、再
生前の状態に戻ります。こ
の状態で、再び 側（戻
し）に動かすと、１つ前の
ファイルを表示します。

　　　８／　１２�
�
　再生→スタートボタンを押してください�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　 ’９５／１０／１０�
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●音声ファイルを再生する

１ レリーズボタンを押し
ます。

●早送りする
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（送り）に動かすとカ
ウンターが進みます。（このときは
音はでません）
ズームレバーを元の位置に戻すと
早送りを停止します。

●巻戻しする
再生中に、レリーズボタンを押し
て再生を一時停止し、ズームレ
バーを 側（戻し）に動かすとカ
ウンターを戻します。（このときは
音はでません）
ズームレバーを元の位置に戻すと
巻戻しを停止します。

●再び再生するには
もう一度レリーズボタンを押しま
す。カウンターの表示時間より再
生を開始します。

　　　７／　１２�
�
　再生→スタートボタンを押してください�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　 ’９５／１０／１０�

音声を再生します。再生が終了す
ると、再生前の状態に戻ります。

補足・再生中にズームレバーを
側（送り）に動かすと、次
に記録されているファイル
を表示します。

・再生中にズームレバーを
側（戻し）に動かすと、再
生前の状態に戻ります。こ
の状態で、再び 側（戻
し）に動かすと、１つ前の
ファイルを表示します。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　０：０１�
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ファイルの消去

ファイルの
消去

メモリーカードに記録した情報
（ファイル）を消去します。指定
したファイルを消去する１ファイ
ル消去と、一度に全てのファイル
を消去する全ファイル消去があり
ます。

重要 消去したファイルは復元できま
せん。ファイルの内容を十分に
確認してから消去してください。

２ ズームレバーを動かし
て、消去するファイルを選
びます。

補足 連写ファイル、動画ファイル、音
声ファイルを再生し、一時停止
した状態では、ファイルの消去
はできません。

●１ファイル消去

１ メインスイッチを［再
生］にスライドします。

補足 ライトプロテクトしているメモ
リーカードは消去できません。
メモリーカードのファイルを確
認後、ライトプロテクトを解除
してから消去してください。
「ライトプロテクト」P.40

記録モード�ストロボ�消去�

再生�

電源�切�

記録�

戻し�

送り�

スタート�ストップ�

ク�イ�ッ�ク�ス�ロ�ー�コ�マ�

画�面�選�択�
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情報パネルに「EraSE」を表示し、
ファイルを消去します。

補足・ファイルを消去すると、以降
のファイル番号が繰り上がり
ます。

・フラッシュメモリー搭載のメ
モリーカードをお使いの場
合、ＳＲＡＭカードに比べ
ファイルの消去に時間がかか
ることがあります。

・リモコンを使ってもファイル
を消去することができます。
P.88

３ ストロボ／消去ボタン
を押しながら、レリーズボ
タンを押します。

補足 レリーズボタンを押すまえに、
ストロボ／消去ボタンから指を
離すと、消去を中止します。

●全ファイル消去
メモリーカード内の全てのファイ
ルを消去するときは、メモリー
カードを初期化してください。
「メモリーカード初期化」P.42

84

84

記録モード�ストロボ�消去�


